
校庭の桜もどこかピンク色に見え始め、

春らしい優しさが感じられるようになりま

した。いよいよ新学期のスタートです。

９日の入学式で２９名の１年生を迎える

と、今年度の西目小の児童数は２１３名、

職員数は３０名です。校舎には子どもたち

の元気な声が戻ってきました。子どもたち

の様子からは新学期を迎えた喜びと新たな

気持ちをもって「がんばるぞ」という気持

ちが体全体から伝わってきました。そして、

私たち教職員も「一緒にがんばるぞ」とい

う気持ちになりました。

また、西目小は４月７日で創立１５０周年を迎えます。記念行事等で保護者の方々や地

域の方々のご協力をいただくことが多々あることと思いますが、どうか今年度も皆様のご

理解とご支援をよろしくお願いいたします

校 長 戸賀瀬 ○○○ ２・４年梅組 木 村 ○ ○
教 頭 石 川 ○ ○(西目中より) ４・６年桜組 工 藤 ○ ○
主 事 齊 藤 ○ ○ 生 活 サ ポ ー ト 成 田 ○ ○
養護教諭 赤 塚 ○ ○ 生 活 サ ポ ー ト 渡 邊 ○○○
栄養教諭 畠 山 ○ ○ 生 活 サ ポ ー ト 渡 辺 ○ ○
教務主任 丹 野 ○ ○ 生 活 サ ポ ー ト 須 田 ○ ○
１年松組 佐 藤 ○○○ 学校司書 三 浦 ○
２年松組 後 藤 ○ ○ 校 務 員 小 松 ○ ○
２年竹組 工 藤 ○○○ 校 務 員 加 藤 ○ ○（新採用）
３年松組 加 賀 ○ ○（兼研究主任） 調 理 員 伊 藤 ○ ○
４年松組 中 泉 ○ 調 理 員 佐々木 ○ ○
４年竹組 菊 池 ○ ○ 調 理 員 柳 橋 ○ ○
５年松組 小 関 ○（兼生徒指導主事） 調 理 員 太 田 ○○○
５年竹組 佐 藤 ○ ○ 調 理 員 黒 政 ○○○
６年松組 櫻 庭 ○○○ 配 膳 員 佐々木 ○○○

令和６年度西目小学校職員紹介

学校教育目標 「ふるさとに学び、主体的にたくましく生きる子どもの育成」

令和６年度 西目小学校 学校報

令和６年４月５日 №１
智能啓發

令和６年度 学年別児童数
（４月１日現在）

学 年 男 女 合 計

１ １２ １７ ２９

２ ２０ ２１ ４１

３ ４ １４ １８

４ ２５ １５ ４０

５ １９ ２９ ４８

６ ２０ １７ ３７

合 計 １００ １１３ ２１３



－教頭 石川 ○○－

－校務員 加藤 ○○－

転入職員紹介

長い教員生活で、初めての小学校勤務となりま

す。みなさんと先生方、保護者、地域の方々に多

くのことを教えていただき、楽しく安全な学校生

活を一緒に創り上げていきたいと思っています。

今は、みなさんとの出会いを楽しみにしています。

西目小のたくさんのいいところを教えてくださ

い。よろしくお願いします。

行事予定

５日（金）新任式・始業式 １６日（火）本荘由利教育研究会総会

７日（日）開校記念日（1５０周年） ※４校時限（給食後、下校）

西目町一斉クリーンアップ １８日（木）全国学力・学習状況調査

８日（月）知能検査（５年） 職員会議

９日（火）入学式 １９日（金）聴力検査（１・２・３・５学年）

１０日（水）身体測定（４～６学年）

１年下校指導 ２２日（月）PTA参観日・総会・懇談・役員会

１１日（木）視力検査（特支・１～３学年） ２３日（火）質問紙調査（６年）

総合学力調査（5・6年） 代表委員会

委員会 １年下校指導 ２４日（水）眼科検診（全学年）

１２日（金）身体測定（１～３学年） ２５日（木）委員会

視力検査（４年） ２６日（金）１年生こんにちは集会

子ども会 種まき（５年）

総合学力調査（5・6年） ２７日（土）ＰＴＡ奉仕作業（予定）

１年生給食開始 ※決定はＰＴＡ総務部会後

ＰＴＡ総務部会 ２９日（月）昭和の日

１５日（月）視力検査（５・6年） ３０日（火）交通安全教室・３年自転車教室

前期児童会認証式 新時間割開始

5／18（土）１５０周年記念運動会（雨天順延）

5／20（月）運動会振替休業日

※３月の予定より変更しています。行事につきましては最新の情報をご確認ください。

校務員は、主として校内外の環境整備等をする

仕事ですが、初めてですので、まずは仕事を覚え

る努力をしていきたいと思います。そして、子ど

もたちの学校生活が、安全で楽しく過ごせるよう

に精一杯頑張りますので、どうぞよろしくお願い

します。

ご理解とご協力、お願いします！

本校では、給食や調理実習等で、アレルギーをも

つお子さんに細心の注意を払い対応しています。個人

で旅行に行った時など、善意で学級の子どもたちにお

菓子のお土産を！と、心遣いされる方もいるでしょう

が、上記の理由等で学校でのお土産はご遠慮願います。

楽しかった思い出話をお土産としていただければ、子

どもたちの会話も弾むことだと思います。


